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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・東日本大震災以降の原発停止による影響については、化石燃料への依存度は石油ショック時　　　　より高く、８８％。

・情勢が不安定な中東への依存度も原油で８３％と非常に高く、エネルギー安定供給への懸念が　　　生じている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●国民生活・経済への影響、地球温暖化

・２０１３年度の燃料費は、我が国全体で３．６兆円増加する見通し。国民一人当たり年間約３万円を　余計に海外に支払い、標準世帯の電気料金も震災前に比べ東京電力管内で月額約６，３００円から　約７，９００円になるなど、平均２割程度上昇。

・さらに、電気事業者の二酸化炭素排出量が、２０１０年度に比べ１．１億トン増加。これは、日本の　　排出量の約９％分。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●国民生活・経済への影響、地球温暖化

・２０１３年度の燃料費は、我が国全体で３．６兆円増加する見通し。国民一人当たり年間約３万円を　余計に海外に支払い、標準世帯の電気料金も震災前に比べ東京電力管内で月額約６，３００円から　約７，９００円になるなど、平均２割程度上昇。

・さらに、電気事業者の二酸化炭素排出量が、２０１０年度に比べ１．１億トン増加。これは、日本の　　排出量の約９％分。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●国民生活・経済への影響、地球温暖化

・２０１３年度の燃料費は、我が国全体で３．６兆円増加する見通し。国民一人当たり年間約３万円を　余計に海外に支払い、標準世帯の電気料金も震災前に比べ東京電力管内で月額約６，３００円から　約７，９００円になるなど、平均２割程度上昇。

・さらに、電気事業者の二酸化炭素排出量が、２０１０年度に比べ１．１億トン増加。これは、日本の　　排出量の約９％分。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・福島第一原子力発電所事故後、一昨年の９月に、新たに「原子力規制委員会」を設置。世界最高水準の規制を策定し、独立した立場から原子力発電所の安全性を確認。現在、全５０基の原発のうち、１６基が、再稼働に向けた安全性の確認を申請中。
・新たな基準に基づき、各原発でも対策を強化。
　①津波対策を強化するために、浜岡原発では海抜約２２ｍもの防潮堤を建設中。
　②停電への対策を強化するために、発電所内外の電源を多重化。
　③所内構築物の火災対策を強化するために、燃えにくい素材への取り替え。
　④原子炉の破損を防ぐための排気を行う際に、外部への放射性物質の大量放出を防ぐための　フィルターの設置。
・現政権の基本方針は、
　①原発事故の反省・教訓を踏まえ、原発については、あらゆる事情に「安全性」を優先する。
　②原発依存度は可能な限り低減させる。
　③原子力規制委員会が安全性を確認した原発は再稼働を進める。
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